
科目の種類 選択必修 科目名 書 道 Ⅰ 学 年 1 単位数 2

コ ー ス 文理特進コース ・進学コース

教 科 書 光村図書 「書Ⅰ」

副 教 材 教育出版 「高校硬筆の練習」

科目のねらい

・書道は、小・中学校の国語の授業で学んだ書写とは違い、文字を素材とした、「美的表現芸術」

になることを目標にしています。

・柏葉祭，全国書道展に出品して、客観的評価を問い、「美的表現芸術」としての完成度を目指しま

す。

授業の進め方

・書道概論・書道史の理論と、用具・用材の種類や作り方・用い方を学びます。

・小・中学校で学んだ書写の復習として、漢字・仮名の基本線の練習をします。

・中国・日本の古典作品を鑑賞したうえで臨書（手本を見て書くこと）します。

・前期は楷書と行書、後期は仮名、漢字仮名交じり書と実用書を書きます。

・単元ごとに、古典作品を基調とした創作をします。

より良く学習を進めるためのアドバイス

・単なる「習字」でなく、中国四千年の歴史をふまえた「書道」であるという点を理解し、古典に

学ぶことが、絵画のデッサンにあたることを理解します。

・漢字・仮名の基本線をマスターし、それを古典作品の臨書に生かします。

・鑑賞眼を養って、美的感性を高めます。

・古典作品の線の特徴を生かして、創作という美の表現にまで高めていきます。

・書は「表現芸術」であるとの観点に立って、展覧会出品を目指して学習します。

評価方法

・古典作品の臨書が、デッサンにあたることを理解し、それぞれの文字の基本線を正しく用い、我流

でない線で臨書し、のびのびと力強く創作に生かしているかを中心に評価します。

・出席状況・授業態度・後片づけなどのマナーも加味して、総合的に評価します。



学期 学 習 単 元 学 習 の 内 容 と ね ら い

〈Ⅰ楷書の学習〉 ①漢字は、篆書・隷書・楷書・行書・草書の順に作られ、仮名は漢字

前 ①書道概論 を基として作られたことを学びます。

②書道史 ②中国・日本の書の流れを、書道史に基づいて学び、鑑賞します。

期 ③用具・用材 ③硯・墨・筆・紙、それぞれの種類・作り方・用い方を学びます。

④漢字の基本点画 ④漢字の基本点画・結構法を復習し、基本を身につけます。毛筆に

入る前に「高校硬筆練習帖」で字形や筆順を練習します。

⑤中国古典作品の鑑賞と臨書 ⑤唐の四大家のうち、二大家の作品を臨書します。欧陽詢の「九成

(向勢と背勢の違い) 官醴泉銘」（背勢）、虞世南の「孔子廟堂碑」（向勢）を、鑑賞したう

えで臨書します。

⑥中国唐代の四大家の作品の ⑥唐の四大家のうち、残りの二大家の作品を鑑賞し臨書します。

鑑賞と臨書（方正な字形と 褚遂良の「孟法師碑」から方正の線を、顔真卿の「建中告身帖」

重厚な字形の比較） から重厚な向勢の線を学びます。

⑦北魏の古典 ⑦北魏時代、洞窟に刻した鋭い筆づかいを、「牛橛造像記」を臨書

(洞窟に刻した鋭い筆づかい) して学びます。

⑧創作 ⑧これまでに学んださまざまな線を参考にして、創作します。

半紙作品と、条幅作品を創ります。柏葉祭に出品する作品の

手がかりとします。

〈Ⅱ行書の学習〉 ①行書は、現在では日常的に用いられていることを理解し、鑑賞と

①中国古典の鑑賞と臨書 臨書に入ります。

※毛筆に入る前に、「高校硬筆練習帖」を用いて、行書の筆法を

身につけます。

A王羲之（東晋） A王羲之の「蘭亭序」「集王聖教序」「十七帖」を鑑賞し、臨書しま

す。

B顔真卿（唐） B顔真卿の「争坐位稿」を鑑賞し、臨書します。

C褚遂良（唐） C褚遂良の「枯樹賦」を鑑賞し、臨書します。

②展覧会出品 ②今まで学んできた古典作品の漢字を基調とし、自由にのびやか

に創作します。

・楷書・行書作品を仕上げ、全国書道展に出品して、客観的評価

を問い、達成感を味わいます。

③作品の柏葉祭展示 ③前期に書いた作品を、柏葉祭に展示し、客観的評価を得て、

後 達成感を味わいます。

④日本古典作品の鑑賞と臨書 ④A平安初期、伝橘逸勢「伊都内親王願文」、伝嵯峨天皇「李嶠詩」、

期 A平安初期の三筆（唐様） 空海「灌頂記」三筆の作品の鑑賞と臨書をします。中国風（唐様）

を学びます。

B平安中期の三跡（和様） B平安中期の三跡、小野道風・藤原佐理・藤原行成の作品の鑑

賞を通して、日本風（和様）を学びます。

⑤行書の創作 ⑤日本と中国の古典に学んだ線を基調として、創作をします。

〈Ⅲ仮名の学習〉 ①仮名の基本線を「高校硬筆練習帖」で練習します。

①平仮名，変体仮名，連綿， ・大筆で仮名の大字を練習して、感覚をつかみます。

散らし書きの臨書(古典) ・小筆で「いろはうた」「変体仮名」「連綿」と練習し、散

らし書きの古典に入ります。

・「蓬莱切」・「高野切第三種」を鑑賞し、臨書します。

②創作 ②古典作品の線を基調とした創作をします。

〈Ⅳ漢字･仮名交じり書の学習〉 ・古名跡を応用して漢字と仮名の調和を学びます。

①生活の中の書 ①毛筆で校歌を書きます．

好きな詩や言葉の創作 ②漢字と仮名の表現を歩みよらせて調和させます．

③作品の効果をより上げるために色々工夫します．

イ：書体 ハ：文字の大小

ロ：墨の濃・淡・潤滑 ニ：作品構成


